
ツイッターＩＤ：@nihonkajo

日本加除出版ＨＰ
営業時間：月～金 ( 祝日除く )　9:00-17:00

日本、韓国、台湾の研究者・実務家による報告と比較検討により、
三国の家族法制度に関する研究、教育、実務に貢献する

―― 新・アジア家族法三国会議 ――

有責配偶者からの

離婚請求
新･アジア家族法三国会議  編

●  「新・アジア家族法三国会議」とは
 　日本・韓国・台湾の三国間で、家族法における重要なテーマを選定し、各国の学会・実務界から

　 最前線の研究・実務を手がける報告者に個別報告をいただき、議論を行う国際会議。

企画の趣旨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　鄧學仁 (中央警察大学教授）　

第1章　台湾における有責配偶者からの離婚請求
　第1節　有責配偶者の離婚請求に関する法制

̶現行法の立法的沿革，規定，特色及び展開　　　　　　　    戴瑀如 (国立政治大学法学院教授）
　第2節　有責配偶者の離婚請求に関する裁判実務とその問題

̶憲法法廷2023年憲判字第4 号判決の評釈及び影響　　　 　魏大喨（最高法院法官兼部総括）
　第３節　有責配偶者の離婚請求に関する法制の改正と課題

̶破綻主義における別居の導入と苛酷条項に関する検討　  　呂麗慧（国立高雄大学法律学系教授）
  　第2章　韓国における有責配偶者からの離婚請求
　第1節　有責配偶者からの離婚請求̶韓国民法の規定とその特徴

  文興安（建國大学校法学専門大学院名誉教授）
　第2節　韓国における有責配偶者からの離婚請求̶判例の立場とその変遷を中心に　

禹柄彰（淑明女子大学教授）

第3章　日本における有責配偶者からの離婚請求
　第1節　有責配偶者からの離婚請求に関する判例と解釈について   　小川富之（広島大学法科大学院客員教授）
　第2節　日本における有責配偶者からの離婚請求に関する裁判実務と問題　　　　　大森啓子（弁護士）

総括                                                                                       　　　　      林秀雄 (輔仁大学法律学院栄誉講座教授）
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● 第１２回のテーマ「有責配偶者からの離婚請求」
裁判上の離婚に関する現行法制とその特色、有責配偶者からの離婚請求に関する裁判実務と
その問題点、破綻主義を導入する別居制度と苛酷条項の見直し、有責配偶者からの離婚請求
に関する法制の改正とその課題について共同研究を行う。


